
 

Hospital Eye Hospital Eye ！！  

●   秦野赤十字病院秦野赤十字病院秦野赤十字病院  

市民公開講座市民公開講座市民公開講座    
●111年に年に年に111度を習慣に度を習慣に度を習慣に 

●消防との共同による消防との共同による消防との共同による                     

高
齢
社
会

高
齢
社
会
をを  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

生
き
抜
く
た
め
に

生
き
抜
く
た
め
に  

 
 

 
 

 
 

 
 

大
切
な
人
を
認
知
症
か
ら

大
切
な
人
を
認
知
症
か
ら  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

守
る
。

守
る
。  

 

 

Health
 

Recip
e 

健康
レシ

ピ 

今回のレシピは… 

「アジのトマトマリネ」 

渡辺 管理栄養士  

【作り方】 

①トマトは粗みじん切りに、たまねぎはみじん切りにします。 

②①とAを混ぜ、マリネ液を作ります。 

③アジに塩、胡椒で下味をつけ、小麦粉をまぶして油で揚げます。 

④②のマリネ液に油で揚げたアジを漬けます。 

⑤盛り付けて、パセリをかければ完成。 

骨なしアジ切り身 ２切れ(120グラム) 

塩        少々 

胡椒       少々 

小麦粉      大さじ２杯弱(16グラム) 

揚げ油      適宜 

トマト      小さいもの１個(100グラム) 

たまねぎ     １/５個(30グラム) 

【材料（２人分）】 

おろしにんにく  少々 

白ワイン     大さじ１と１/３(20グラム) 

酢        小さじ１/５(1グラム) 

オリーブ油    大さじ１杯(12グラム) 

コンソメ     少々 

塩        少々 

胡椒       少々 

レモン果汁    小さじ１/２(2グラム) 

パセリ      適宜 

下味 

A 

トマトの酸味は、胃酸の分泌を

促し、消化を助けるんだよ♪ 

 

ー 
  

秦野日赤ニュース 

当院では、局地災害により多数傷病者が発生、または

想定された場合、消防と病院が連携し潤滑な救護活動を

行うことを目的に、秦野市と協定を結び、災害や事故で

負傷者が発生したとき、市消防本部が直接当院に連絡し

救護班を派遣できることとなっています。 

今回は、６月２３日（火）、大磯消防主催の「海上に

おける船舶同士の衝突事故」を想定した多数傷病者対応

訓練に参加しました。 

当院からは、医師（大林院長補佐、神第二外科部

長）、看護師（桑原救急看護係長、芦間看護係長、金上

看護師）、主事（唐鎌用度施設課長、相原医事課長、前

田企画課長、土田第一検体係長、鈴木臨床工学係主任）

のメンバーでチームを編成しました。当院の他に海上保

安庁、平塚市消防、二宮町消防、東海大学医学部付属大

磯病院、平塚市民病院等の団体も参加するスケールの大

きな訓練でした。 

大磯消防が主催する訓練には、悪天候での中止以外は

毎回参加しております。訓練内容の企画立案、訓練の事

前説明、訓練当日の進行、開始直後からの連携の良さが

うかがえ、レベルの高い訓練となりました。当院も訓練

の事前打合せ、医療資器材の点検、準備等、大磯の訓練

に恥じないよう、用意周到で臨みました。訓練場所に

は、救急車、ドクターカー、広報車（イプサム）の３台

を連ね、伝達には無線を使用し、交信訓練も行いまし

た。 

 今回の訓練では、当院が訓練の流れや資材の使い方を

説明し、平塚市民病院、東海大学大磯病院と共働し訓練

は円滑に終了しました。梅雨の晴れ間で、気温も上昇

し、汗を流しながらの訓練でしたが、主催する側、参加

する側も満足のいく内容でした。こうして訓練を積み重

ねていくことが重要であり、いざという時に災害に立ち

向かえるのです。 

秦野赤十字病院 社会課 

＝現場到着の様

子。実際の災害

を想定し、到着

時から全力で取

り組みます。 

局地災害訓練局地災害訓練局地災害訓練 

脳ドックご紹介脳ドックご紹介脳ドックご紹介 

秦野赤十字病院広報誌 



 

 当院では、地域のみなさんが病気や医療についての知

識を深め、健康維持増進に役立てていただけるよう定期的

に市民公開講座を開催しております。 

 今年度、第１回目となる今回は、「認知症」をテーマにわか

りやすい講演内容で、参加者の方々に楽しく学んでいただ

きました。 

 

“脳ドック”と聞いて、「健康診断は受診してるから…」「症状がないし、大丈夫」「まだ、

若いから必要ない」と思う人は少なくないと思います。脳の病気は症状が出る前に見つ

けて、予防や進行を防ぐことが大切です。 脳
ド
ッ
ク
の
す
す
め
。 

“脳
ド
ッ
ク
”は
な
ぜ
必
要
？ 

 

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
脳
卒
中

（
脳
梗
塞
・脳
出
血
・く
も
膜
下
出
血
）
の
は
、
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
が
付
い
た
時
に
は
手
遅
れ
の

場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
し
た
脳
の
病
気

や
、
危
険
因
子
を
早
期
発
見
し
、
そ
の
発
症
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
“
脳
ド
ッ
ク
”
は
必
要
な
の
で
す
。 

 

何
歳
か
ら
受
診
す
れ
ば
い
い
の
？ 

 

脳
の
病
気
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
発
症
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。 

４
０
歳
を
過
ぎ
る
と
、
生
活
習
慣
に

よ
る
影
響
が
現
れ
ま
す
。
一
つ
の
目
安
と
し
て
４
０
歳

を
超
え
た
あ
た
り
で
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
自
分
の
脳
の
状
態
を
知
る
貴
重
な
機
会
で
す
。 

 

秦
野
赤
十
字
病
院
の
“脳
ド
ッ
ク
”で
は 

 
 
 

 
 
 

 
 

ど
の
よ
う
な
検
査
を
す
る
の
？ 

 

当
院
の
“
脳
ド
ッ
ク
”で
は
、
ま
ず
は
「
問
診
」
を
行
い

ま
す
。
食
事
や
運
動
、
喫
煙
な
ど
日
々
の
生
活
習
慣

と
以
前
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
病
気
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
次
に
「
血
液
検
査
」
を
行
い
、
脳
卒
中
の
危
険
因
子

で
あ
る
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
を
検
査
し
ま
す
。

「
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ 

・
頭
頸
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
」
で
は
、
脳
を
輪
切
り

に
し
て
、
脳
の
状
態
や
脳
・
頸
部
の
血
管
状
態
を
確
認

し
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
磁
気
を
利
用
し
た
診
断
方
法
の
た

め
、
放
射
線
を
浴
び
る
こ
と
な
く
脳
の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
当
院
の
特
徴

と
し
て
「頸
椎
レ
ン
ト
ゲ
ン
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
の
し

び
れ
や
肩
こ
り
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
で
、
脳
の
病
気
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
多
く
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「頸
椎
レ
ン
ト
ゲ
ン
」を
行
う
こ
と
で
、
脳

で
は
な
く
、
頸
椎
の
疾
患
が
見
つ
か
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
脳
だ
け
で
な
く
、
頸
椎
の
状
態
ま
で
確

認
で
き
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。
「結
果
説
明
」で
は
、

脳
神
経
外
科
専
門
医
が
、
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。

不
安
や
ご
不
明
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

 

ど
ん
な
病
気
が
見
つ
か
る
の
？ 

 
無
症
候
性
脳
梗
塞
（自
覚
症
状
の
な
い
脳
梗
塞
）や

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
（く
も
膜
下
出
血
の
原
因
と
な
る

脳
血
管
の
異
常
）、
脳
腫
瘍
、
脳
の
委
縮
な
ど
で
す
。

脳
以
外
の
頸
椎
の
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

 

脳
の
疾
患
を
防
ぐ
に
は
？ 

 

脳
卒
中
を
は
じ
め
と
し
た
脳
の
病
気
は
、
生
活
習
慣

病
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
ち
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
そ
の
名
の
と
お
り
、
食
事
、
運
動
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
普
段
の
生
活
習
慣
が
発
症
や
進
行
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
脳
の
病
気
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

秦野赤十字病院 健診センター 

TEL 0463-81-0855（直通） 

予約受付時間 月～金曜 8：30～16：30 

ご予約お待ちしております。 

「１年に１度」を習慣にしましょう。 

【脳ドックのご予約】 

市民公開市民公開講講座座  
 2015.6.13（土）会場：秦野市保健福祉センター 

髙木 繁治 たかぎ しげはる 

秦野赤十字病院 病院長 

神経内科医師 

日髙 聖 ひだか きよし 

秦野赤十字病院 副院長 

脳神経外科医師 

 

高齢社会高齢社会を生き抜くためにを生き抜くために  

                          大切な人を認知症から大切な人を認知症から守る。守る。  
今回の講座では、１７４名が参加しました。院長のユーモアを交

えた講演に、時折笑い声が聞こえながら、みなさん興味深く聞き

いっていた様子がうかがえました。 

「認
知
症
」？
「物
忘
れ
」？ 

 

今
回
の
講
座
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「認
知

症
」
。
ひ
と
た
び
正
常
に
発
達
し
た
脳
が
何
ら

か
の
原
因
で
障
害
さ
れ
、
ふ
つ
う
の
生
活
が
送

れ
な
く
な
っ
た
状
態
を
「認
知
症
」と
い
い
ま

す
。 

 

最
近
、
物
忘
れ
外
来
な
ど
「物
忘
れ
」と
い
う

言
葉
を
日
常
生
活
で
耳
に
す
る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
「物
忘
れ
」と
「認
知
症
」は
何
が
違
う

の
で
し
ょ
う
か
？
「物
忘
れ
」は
正
常
な
年
齢
の

変
化
で
、
悪
化
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
で

自
覚
し
て
い
る
状
態
で
す
。
一
方
「認
知
症
」

は
、
自
覚
に
乏
し
く
、
体
験
し
た
こ
と
さ
え
忘

れ
、
時
間
と
共
に
悪
化
し
ま
す
。 

 

「認
知
症
」の
気
づ
き 

 

認
知
症
高
齢
者
数
は
、
２
０
１
２
年
で
、
約
４

６
２
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
５
年
に
は
、

約
７
０
０
万
人
を
超
え
る
推
計
値
が
厚
生
労
働

省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
６
５
歳

以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
５
人
に
１
人
が
罹
患

す
る
計
算
と
な
り
ま
す
。 

 

自
覚
に
乏
し
い
「認
知
症
」。
最
初
に
変
化
に

気
づ
い
て
く
れ
る
の
が
身
近
に
い
る
家
族
で
す
。

家
族
が
最
初
に
気
づ
い
た
日
常
生
活
の
変
化
で

は
、
「
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
」、

「
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
」、
「以
前
は

あ
っ
た
興
味
関
心
が
失
わ
れ
た
」な
ど
、
普
段

一
緒
に
い
る
家
族
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の

で
き
る
変
化
が
多
い
よ
う
で
す
。 

 

「ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」の
誤
解 

 

一
口
に
「
認
知
症
」と
言
っ
て
も
、
「ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
」
や
「
脳
血
管
性
」、
「レ
ビ
ー
小
体
型
」な

ど
様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

認
知
症
の
５
０
％
以
上
を
占
め
る
「ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
」。
実
は
、
多
く
の
方
が
こ
の
病

気
に
対
す
る
３
つ
の
誤
解
を
し
て
い
ま
す
。
「年

齢
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」、
「治
ら
な
い

か
ら
仕
方
な
い
」、
「予
防
で
き
な
い
か
ら
仕
方

な
い
」。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
し
て
こ

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
方
は
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
誤
解
な
の
で
す
。
疾

患
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
器
質
的
障
害
な

の
で
、
医
師
の
診
断
を
受
け
適
切
な
治
療
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
い
間
、
治
療
法
が
な
い

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
症
状
の
進

行
を
遅
ら
せ
る
お
薬
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
発
症
に
は
、
生
活
習
慣
病

も
関
与
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
予
防
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。 

 

予
防
の
た
め
の
日
常
生
活 

 

予
防
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば

い
い
の
か
？
「規
則
正
し
い
生
活
、
１
日
３
食
」。

食
事
は
、
野
菜
を
多
く
薄
味
で
、
夕
飯
は
自
宅

で
家
族
と
食
べ
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。
そ
の
際

に
、
「お
い
し
い
よ
」と
一
言
を
添
え
る
の
も
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
家
族
と
の
会
話
を
楽
し

む
こ
と
、
一
日
の
出
来
事
な
ど
思
い
出
し
な
が

ら
会
話
を
す
る
こ
と
も
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
禁
煙
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
こ

と
、
適
度
に
運
動
す
る
こ
と
な
ど
、
生
活
習
慣

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
、
認
知
症
や
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
だ

け
で
な
く
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス

ク
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

大
切
な
人
、
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
も
、

少
し
で
も
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
当

院
、
ま
た
は
、
お
近
く
の
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 


